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広島大学蔵書目録検索の

　蔵書目録検索（OPAC）では、図書館以外の所蔵も表示されます。どこにあるのか、どうすれば見る
ことができるのかアクションガイドを表示するようにしました。

広島大学附属図書館館報

Vol.２６　No.３／４　　Mar. 2001
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広島大学蔵書目録検索（ＯＰＡＣ）で
探せるのは、なんと１００万冊

本学のＯＰＡＣで探すことのできる図書は、
１９８２年以降受け入れ図書について、都合１００万
冊を越えています。＊１

図書館にある本だけでなく、各学部の研究室
に所蔵されている図書も見つけることができ
ます。

ＯＰＡＣで見つけた本をどうやったら手に
できるかをガイドするのが、今回サービス
を始めたアクションガイドです。

ＯＰＡＣで最初に表示されるのは、ちょっと大きな範囲
　ＯＰＡＣ検索の後、その図書の所在場所として表示されるのはちょっと大きな範囲。
でもこの種類だけで４００以上もある。ここをクリックすると、この配架場所についての
説明が表示されます。
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アクションガイドの例

　この図書は教官研究費で購入したもので、図書館にはありません。
図書館ではなく総合科学部（東広島キャンパス）○○○講座にあり
ます。同一キャンパスの人はここ（学内限定情報）を確認して、直
接訪ねてください。
　他キャンパスの人は、近くの図書館に貸出しの依頼を出してくだ
さい。教育・研究用として、上記の場所に長期間貸出中ですので、
都合によっては、利用できないことがあります。
学外の方へ＊２

　この図書は、図書館を通じての相互賃借や、個人から当図書館へ
の直接の申込みでは利用出来ない可能性があります。他図書館の所
蔵を調べていただければ幸いです。
　NACSIS-ILL ＊３等で相互賃借を申し込まれる場合は、利用の可否
の問い合わせをすることなく、直接お申し込み下さい。

＊１
　コンピュータを導入する以前に受け入れた図書についても、目録データを
遡って入力する作業を続けています。これを遡及（そきゅう）入力と言いま
す。この入力を一日でも早く終わるよう学内各所から要望があります。

＊２
　最近は世界中のＯＰＡＣがインターネット上で公開されています。遅れて
いた日本の公共図書館もここ数年の内に整備が進んできました。それに併せ
てインターネットで図書館の蔵書を調べる人が増えてきており、広島大学附
属図書館ＯＰＡＣについて学外の方からもたくさんの問い合わせがありま
す。

＊３
　全国の蔵書はNACSIS-Webcat で検索できますが、この情報をもとに文献の
コピーや貸し借りを依頼するシステムのひとつとしてNACSIS-ILL がありま
す。みなさんの申込書をもとに、図書館職員がこのシステムを使って先方の
図書館に注文します。広島大学でもこのシステムを通じて全世界の図書館と
一緒にサービスを展開しています。

学　内　限　定　情　報

　この図書は、総合科学部（東広島キャンパス）の○○○講座　△
△△研究室に長期貸出しています。利用したいときは総合科学部・
○○○講座事務室（東広島キャンパス総合科学部　×××　月～金
　１０時～１２時　１３時～１６時）で聞いてください。

この表示がされない場合があります
　表示はそれぞれに了解をとっています。表示がされない場合は了解
を取り付けている途中という意味です。それらの場所については、図
書館のカウンターで尋ねて下さい。
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工学部の授業科目「建築設計製図
Ⅱ・空間と構法」（平成１２年度・２
年生前期）の中で広島大学中央図
書館を題材に用いました。その作
品の中からいくつか紹介します。
（原図はカラー）

中央図書館の建物スケッチ�２ 
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　図書館では、いろいろな資料を作成していますが、そのほとんどはカウンターに置いて自由にとって
いただくものなのです。
　ここにあげるのは、現在皆さんの手にお渡しできる発行物です。お近くの図書館で見あたらないとき
は、どうぞご遠慮なくご請求下さい。また、「こういう資料が欲しい」というご要望もお待ちしています。

図書館発行物一覧図書館発行物一覧
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ネットワーク対応データベース導入アンケート

　図書館では、電子ジャーナルや各種の２次資料データベースなどの電子的な資料を図書館のホーム
ページからネットワークで提供するサービスを行っています。この電子的な資料の提供サービスを、今
後更に充実していく必要があると考えています。
　この度、このうちのネットワーク対応２次資料データベース導入に関するアンケートを実施しました
（平成１２年８月１８日依頼、９月２５日回答締め切り）。
　学内の教官、大学院生あわせて約５，０００人を対象とし、他大学で多く利用されているデータベースを中
心にその必要性や料金の負担などについてたくさんの方から回答をいただきました。
　アンケート調査にご協力いただきましてありがとうございます。
　このアンケートの集計結果は、今後の図書館の電子的資料充実のための参考にしていきたいと考えて
います。
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　平成１２年７月１０日から７月２８日までの３週間、文部省及
び図書館情報大学主催の図書館職員長期研修に行ってきま
した。
　この研修の目的は「学術情報に関する最新の知識を教授
し、職員の資質と能力の向上を図る」となっています。開
講式の時に文部省の学術情報課長が「講義のメモをとるよ
り、１つの講義について脳の皺を１つ増やすような姿勢で
受講していただきたい。」と言われたのですが、自分なり
に印象に残っている講義内容について少し触れておきま
す。
１．保存システム
　　図書館はコスト意識がないが、図書の保存費用として
１年で１冊につき１００円位かかる。大学の蔵書が１００万冊
単位になると共同保存図書館が必要であるが、電子図書
館になると、各大学で特徴ある本だけ所蔵し共通的な本
は共通保存図書館に置くのが効率的である。
２．大学改革について
　　独法化の原理は「市場原理」（採算性）ではなく、学生
や第３者による「評価の原理」である。大学はこれまで
は日本の中で研究していればよかった。しかし、今後は
活性化して世界に通用する大学にならなければならな
い。そのために「独法化」を行うのである。
３．わかりやすい表現のための７つのポイント
　　最大のポイントは「ことばに注意すること」である。
解説などは相手が知っている世界で分かった気にさせ
る。つまり、漢語よりはやまとことばを、カタカナ語よ
り日本語を、専門用語より日常用語を使うべきである。

　　マニュアルも利用者の視点で作るべきである。ある利
用者にとって便利なマニュアルは他の利用者にとっても
便利なのである。

４．共同討議（グループ討議）
　　受講生が主体性をもって討議できるように、事前に討
議題を提出させて、そのテーマによってグループ分けを
しています。従って、そのテーマ（３つくらい）につい
てしっかり予習をしておけば、運悪く司会者に当たらな
いかぎり自信をもって討議に参加できます。

　　グループ分けがきまったら、早々にグループで懇親会
を開きそのテーマに詳しそうな人にたくさんお酌をして
発表者になっていただけば完璧です。ここまでしておけ
ば３週間の研修は重苦しくなく楽しいものになるでしょ
う。

　最後に、研修中に多くの講師の方々から「長期研修の重
要な目的は人的ネットワークの構築である。」と言われまし
た。これは、多様な価値観の人と幅広い人間関係をもつこ
とが将来につながるからです。短期間で多くの人と仲良く
なる手っ取り早い方法はなんと言ってもアフターファイブ
や休日のつきあいです。今後研修に行かれるかたはこのあ
たりも意識して行かれるとよいと思います。
　今回のような楽しく充実した研修に行かせていただき感
謝しています。

大学図書館職員長期研修受講報告
和書目録情報係　西本　篤夫

　平成１２年９月１８日～２９日の２週間、総合目録データベー
ス実務研修・目録担当者コースへ参加しました。場所は千
代田区一ツ橋にある国立情報学研究所（旧・学術情報セン
ター）です。この研修は「目録所在情報サービスのデータ
ベース形成に関わる最新の知識を習得し、業務担当者の指
導を行うなど、目録所在情報サービス参加図書館における
目録担当者の中核となる職員を養成する」ことが目的です。
　目録所在情報サービスの一つであるNACSIS-CAT シス
テムを通じて入力された図書および雑誌の書誌・所蔵デー
タは、現在“NACSIS Webcat”（http://webcat.nacsis.ac.jp/）と
いう名称で一般に無料公開されており、学生や研究者の方
に広く利用されています。
　今、私はこの図書データ（目録）作成という仕事を毎日
行っています。図書館職員の研修では、サービス担当者向
けの内容が多いのですが、このデータベース研修は目録担
当者コースということで、２週間目録について学び考える
機会を持つことができました。
　研修内容より幾つか印象に残ったことを報告させていた
だきます。大きく変わろうとしているのは、総合目録デー
タベースの多言語対応です。これまでのNACSIS-CAT シス
テムは、中国語の簡体字やハングルを扱うことはできませ
んでしたが、昨年より中国語入力が可能となり、ローカル
システムの多言語対応が各図書館に求められています。
　また、システム化以前の図書についてデータ作成を行う
遡及入力や、そのデータ作成の外注化など、他大学の事例
を伺うことができ、予算のことだけでなく、図書館学や語
学などの専門性を持った人材の大切さを強く認識しまし

た。
　「研修員の実務上の課題」という課目では、日常業務で
解決したい問題を出し合い、後日討議する場が設けられま
した。先ほどの多言語対応や目録の外注化を始め、目録記
述、データのレコード調整についての問題点が多く上げら
れました。特に目録記述は、図書データの入力に直接関わ
るため様々な問題が発生しています。
　私の問題の一つに洋図書の分類があります。外国語で書
かれた図書の内容を、日本十進分類法（NDC）に従って分
類しなければならないのですが、研修中に普遍的な解決策
を見つけることはできませんでした。個人的な考えですが、
NDCの英訳版がありデータベースで検索できたらどうだ
ろうかと思っています。誰が作成するか、どのくらい需要
があるかは別としてですが。
　これらの問題について、解決できそうな問題よりも、解
決の難しい、今すぐには無理だろうと思われる問題の方が
多くありましたが、問題を出し合うことによって、他館の
実状やシステム的には可能なことなどを知ることができ、
とても有意義でした。
　最後になりましたが、研修に参加させてくださった皆さ
まにお礼を申し上げます。

総合目録データベース実務研修に参加して
洋書目録情報係　橘　美紀子
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� � � � �� � （平成１２年９月～平成１３年２月末）

★平成１２年度目録システム地域講習会を開催
　９月２０日（水）から３日間中央図書館ライブ
ラリーホールにおいて、目録システム地域講習
会を開催した。近隣の大学図書館職員のうち目
録担当者を対象にしたもので、海上保安大学校
ほか１０名が参加。本学附属図書館の職員６名が
講師を担当した。

★電子ジャーナル・データベース講習会を開催
　９月２５日から２７日まで、中央図書館ライブラ
リホールにおいて初心者を対象に、電子ジャー
ナルの利用方法、各種データベースのアクセス
方法などを、実際にパソコンを操作しながら実
習した。

★医学中央雑誌Ｗｅｂ版利用開始（霞地区限定）
　１０月から医学中央雑誌Ｗｅｂ版が霞地区限定
で利用できるようになった。
　詳しい利用方法については、図書館ホーム
ページの医学分館のページをご覧下さい。
ＵＲＬは http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/igaku/
osirase.html です。

★中央図書館利用時間延長
　中央図書館はかねてから要望の多かった書庫
とライブラリーホールの利用時間を１０月１日よ
り大幅に延長した。書庫はそれまで午後４時４５
分までであったのを夜８時３０分まで利用できる
ようにした。

★中央図書館と医学分館にカラーコピー機を設置
　カラー印刷の学術雑誌が増えるにつれて、カ
ラーコピー機設置の声がたくさん寄せられてい
た。要望を受けて中央図書館と医学分館では９
月２０日からそれぞれに１台ずつ設置した。料金
は１枚５０円。設置当初から多くの利用があった。 

★鳥取県西部地震での被害
　１０月６日１３：３０頃に発生した鳥取県西部地震
で、広島市の震度は４。東広島キャンパスの中
央図書館、東図書館、西図書館ともにエレベー
タの安全装置が作動して運転を停止した。東図
書館では３階立て建物の１階部分の書架４～５
列において百数十冊の図書が落下した。幸いに
も人的、物的被害は無かった。

�

★教科書コレクションデータベースシステ
ム導入採択
　中央図書館が所蔵する貴重資料のうち、教科
書コレクションをデータベースとして公開する
システムの導入予算が採択された。本学の教科
書コレクションは全国でも有数のコレクション
で、かねてからその公開が強く要望されていた
ものである。今回のシステムは中央図書館に所
蔵する教科書のうち、江戸期～昭和２５年に出版
された約５，６００点を画像ＤＢとしてネットワー
クにより全国に公開するもので、とくに明治１８
年までの教科書については全頁ＤＢ化されてい
る。平成１３年４月中旬から公開する予定である。

広島大学附属図書館「リエゾン」　 Vol.２６　No.３／４　平成１３年３月３０日　発行
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編 集 後 記
　先日、大学図書館関係者の集まりがあり、「オンラインジャーナル弱者の具体的救済方法」の提言
がありました。外国の学術雑誌の多くは、ネットワークに繋がったパソコンがあれば、インターネッ
トを通じて全文記事を読む（見る）事ができ、プリント版のままのイメ－ジで印刷することもでき
ます。雑誌が手元になくても最新の論文をいち早く入手することができます。今後は５００年以上の歴
史があるプリント版（印刷体）を止めて、電子的な出版のみに切り替える出版社も出現する時代です。
　このことは、パソコンが操作できなければ、雑誌を読むことさえ不自由になることを意味します。
このために冒頭の発言があったのですが、話を進めているうちに、私たちは見える弱者を対象にし
ているが、見えない弱者こそ問題ではないかとの発言がありました。
　見える弱者に対しては、意識することにより、どうすればよいか考えて、具体的な解決策を見出
すことができるからです。しかし、見えない弱者に対しては、意識する事さえ無く何もできません。
　国立大学を法人化し、さらには効率と業績主義による競争的環境による民営化を目指す動きがあ
ります。
　これらの中にあって、中期・長期の展望にたち、見えない弱者・地域社会の要望に応えていくこ
とが図書館に求められていると思います。 （とて）


